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台湾人詩人呉坤煙の東京時代
(1929年ー 1938年）
朝鮮人演劇活動家金斗銘や
日本人劇作家秋田雨雀との交流をめぐって
下村作次郎
ーはじめに
台湾芸術研究会の創立メンバーであった呉坤煙 (1909,...,90年，南投県南
投生まれ）は， 1930年代，詩作や演劇活動を通じて，日本のプロレタリア
詩人や劇作家との交流，さらに朝鮮人や中国人の留学生とも活発な交流を
もっていたことが知られている。しかしながら，呉坤煙に関する文献資料
は甚だ少なく，呉の活動については，具体的なことがよくわからないまま
であった。
本稿では，筆者の『フォルモサ』研究の過程で新たに発掘した資料をも
とに，この時期の呉坤k皇の活動について明らかにしたいと思う。但し，現
時点では，まだまだ不十分な点が残っていることをお断りしておかねばな
らない。
二 呉坤煙に関する伝記記事再読
呉坤煙の伝記にかかわる文献は，次の通りである。
1'黄武忠「詩人兼戯劇家 呉坤煙」（『日拠時代台湾新文学作家小伝』
時報文化出版事業有限公司， 1980.8) 
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2'羊子喬「（日拠時代台湾詩人詩作選介）社会写実的詩人 呉坤煙」
（『自立晩報』「副刊」， 1981.1. 6) 
3'羊子喬陳千武主編『光復前台湾文学全集⑩ 廣闊的海』（遠景出
版事業公司， 1982.5) (詩4編収録）
4'呉坤煙「追悼文環兄」（『台湾文芸』総81期， 1983.3)
5'羊子喬「社会写実的詩人一一呉坤煙」（『蓬莱文章台湾詩』遠景出版
事業公司， 1983.9)
6'羊子喬「斯人獨憔悴――初論呉坤煙」（『復活的群像』前衛出版社，
1994. 6) 
7'羊子喬「社会主義的詩人 呉坤煙」（『神秘的獨蹟』台笠出版社，
1996.6) 
以上の文献のうち，羊子喬の 2と5から 7の4編は， 81年に発表された
2の文章に修正を加えたもので，基本的に同じものである。また， 3は作
品集である。従って，呉坤k皇の伝記に関する文献は， 4の本人の回顧（本
編は，張文環との交友を軸とした自己の回顧録ともなっている）および 1
と2の3編ということになる。但し， 4は張文環への追悼文であるため，
台湾芸術研究会の活動をめぐる回顧が中心となっている。また，呉坤煙は
90年に亡くなっているので，呉坤煙本人から東京での留学生生活について
話を聞くことはできない。従って，本稿の考察にあたっては， 1と2が基
本文献ということになる。
文献 1は黄武忠著『日拠時代台湾新文学作家小伝』に収録されている。
該書は80年に出版されたが，当時は台湾文学研究はまだ異端視されていた。
そのため台湾文学研究が飛躍的に進んだ今日の研究水準からみると，該書
は研究書としての役割をすでに終えたかのようにみえる。しかしながら，
該書には今日でもまだ充分に究明されてない情報が記載されている。該書
は，台湾文学研究のための基本文献がほとんどない時代に，いわば足で書
いた作家評伝である。作者は，作家を訪ね，作家が行ってきた文学活動を
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作家自身に語らせている。戒厳令下の厳しい時代に書かれた該書は，そう
した作家訪問記録を中心にしてできあがっており，作者が記録した作家の
言葉は，いまも私たちに研究への貴重な手がかりを与えてくれる。
すなわち， 1には呉坤煙自らが語った，東京での演劇活動と文学活動の
足跡が記録されているということである。それは， 2の羊子喬の文章も同
様で（羊は，呉坤煙と同郷の南投県人），羊は呉坤煙から東京での文学活
動について尋ね，その聞き書きをもとに詩人呉坤煙の文学について評論し
ているのである。
前置きが長くなったが，以下， この 2編の文献に述べられている記事に
拠って，呉坤煙の東京での演劇活動および文学活動をみていこう。
黄武忠は， 1で次のように述べている。（記号は，筆者が叙述の都合上
付した。）
A 「民国21年（注： 1932年）に東京築地小劇場の新劇活動に加わり，
そのためにその新劇団体の訓練班に 2年半いたが， この頃日本の演
劇界の権威であった村山知義，秋田雨雀，丸山定夫らの作家や劇団
員の指導を受け，多くのことを学んだ。」
B 「民国24年（注： 1935年）から「詩歌」，「散文」，「評論」など20数
編を次々と発表し，台湾文芸，台湾新民報，台湾新聞1)などの新聞
雑誌に発表し，その後また日本の『詩神』2) や『中外雑誌』叫中国
の『詩歌雑誌』などに発表した。」
C 「民国25年（注： 1936年）から民国26年（注： 1937年）まで，東京
築地小劇場で例えばシェークスピアの『ハムレット』や島崎藤村の
『夜明け前』などの新劇の演出に加わり，また朝鮮の三・ー劇団お
よび中国の留日作家と協同で『洪水』，『雷雨』，『五奎橋』，『視察専
員』などの新劇の上演を行った。」
では，羊子喬は， この時期をどのよう書いているだろうか。文献2には，
次のように述べられている。（記号は，筆者が叙述の都合上付した。）
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D 「呉坤煙の芸術活動は，主に演劇の演出と詩の創作だといえよう。
演劇活動では，築地小劇場の演出に加わったほか，朝鮮の三ー劇団，
および中国留日作家と協同で『洪水』，『雷雨』，『五奎橋J,『視察専
員』などの新劇の上演を行った。新詩の創作では， 1934年に日本で
中国の詩人雷石楡と知り合った。」
E 「呉坤k皇の詩作は，『台湾文芸』，『台湾新民報』，『台湾新聞』，『風月
報』，および日本の『詩神』，『中外雑誌』，そして中国の『詩歌』な
どの多くの新聞雑誌に散見される……」
呉坤煙は29年に日本「内地」に留学し，その後黄武忠によると「日本大
学芸術専門科および明治大学文科」で学んだとあるが，卒業はしていない
と思われる。まもなく，呉坤煙は日本共産党台湾民族支部日本特別支部長
の林兌と知り合うが， 32年には「共産党資金局の活動に参加」（『台湾総督
府警察沿革誌』）しているとして警察当局にマークされていた。
上記Aによると，「築地小劇場の新劇活動に加わり」，「その新劇団体の
訓練班に 2年半いた」のは，ちょうどこの「共産党資金局の活動に参加」
していたとされる時期である。引用文Aでは，「築地小劇場の新劇活動に
加わった」とあるが，それは「訓練班」にいたと述べているごとく，あく
までも訓練生としてかかわっていたに過ぎない。筆者は，築地小劇場の月
刊誌『築地小劇場』や，不二出版から86年に復刻された『築地小劇場 ポ
スター• 上演パンフレット (1924-1929)』などを調査したが，出演者やス
タッフ，あるいは築地小劇場劇団部員などの名簿にも呉坤煙の名前は出て
こない。
しかしながら，呉坤煙の演劇活動は訓練班を終えてからも続き， CやD
にみるごとく，ますます活発に日本の劇団や朝鮮および中国の劇団の演劇
活動にかわかっていった。但し，どのようなかかわり方をしていたのか，
実際にどのような演劇活動を行っていたのか，詳しいことは依然として不
明である。
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三呉坤煙と朝鮮人演劇活動家金斗銘の交流
ここで，呉坤煙が日本の官憲によって逮捕されたという， 37年3月12日
付け『大阪朝日新聞』「台湾版」の報道記事をみてみよう。そこには，呉
坤煙の東京での活動内容がかなり詳しく報道されている。
……昭和四年三月上京某歯科医専，某神学校などを転々とするうち反
宗教運動から共産党に入党以来地下運動を続けてゐたが一昨年ごろから
さらに階級的演劇を通じて台湾，朝鮮，支那の三民族解放運動の戦線統
ーを目指し先に警視庁に検挙された半島出身の金等舘および在上海の同
志台湾生れ王白淵らとひそかに聯絡をとりながら三・ー劇場，メザマシ
会劇団，新協劇団，中華劇団，朝鮮劇団に関係，或は合法を装ひ，或は
非合法下に常に舞台から大衆に呼びかけてゐた一方，北村敏夫，槙葉の
ペンネームで「生きた新聞」「時局新聞」などに盛んに投稿して赤い思
想の宣伝につとめてゐた事実もあり……
上の引用文中に王白淵の名前がみえる。呉坤煙と王白淵は， 32年3月の
台湾文化サークルの結成以来，深い交流があった。「金等鎧」は，おそら
ぷJiO)ことであろう。任展慧著『日本における朝鮮人の文学の歴史
1945年まで 』（法政大学出版局， 1994.1)によると，金斗舘は，
27年10月に結成された朝鮮プロレタリア芸術同盟（略称カップ）の東京支
部のメンバーとして早くからプロレタリア文化運動に従事し，機関誌『芸
術運動』の編集をはじめ，『無産者』や『ウリトンム』などの編集に携わ
った人物である。
金斗縮は，上に引いた新聞記事にみえる『生きた新聞』や『時局新聞』
（不二出版， 1998年復刻）に多数の評論を発表している。『生きた新聞』は
三一書房から出版され， 34年12月15日発行の創刊号から35年8月5日発行
の第8号まで全8号出された。新聞という名前が付されているが，実際は
雑誌である。 35年10月28日発行の『時局新聞』（第129号）に掲載された，
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『生きた新聞』編輯部「『生きた』新聞の廃刊と『時局新聞』への参加」に
よれば，該誌は「主に外部的理由より存続することの困難の情勢に立ち到」
り，「日本に於ける進歩的文化啓蒙戦線を統一すべき気運が成長」するな
かで，『時局新聞』に合同していったという。この間，「ファッシズム，労
働組合統一戦線，プロレタリア文化文学運動等に就て」の論陣を張ってき
た。一方『時局新聞』は，はじめサラリーマン社から発行され，第12号か
ら時局新聞社発行に移った。該紙はタブロイド版4頁の紙面で32年 8月15
日から36年 7月6日まで隔週刊で，全164号まで発行されている。
いま述べたように，『生きた新聞』は全8号出版されたが，金斗鎧は第
1巻第 8号を除いて毎号執筆しており，例えば，「『文化戦線の見透し』を
批判する」（第 1巻第 3号， 1935.3.5), 「森山啓君の批判」（第 1巻第 7号，
1935.7.5)などの評論を執筆している。さらに『時局新聞』には，記事を
5編寄せており，例えば，「二つの民族劇朝鮮芸術座と中国戯劇座談会」
(132号， 1935.1. 18), 「ホテル・ルツクスの話…食堂の国際的光景…」
(136号， 1935.12.16)などを発表している。
呉坤埋と金斗銘は，どのような関係にあったのだろうか。先に引用した
『大阪朝日新聞』の記事は，二人は演劇を通じてかなり深い交流を行って
いたと伝えている。実際彼らは深い交友関係にあったと思われる。この
点については後述するが，『生きた新聞」には，呉坤煙も 2編の評論を書
いていることが今度の調査ではじめてわかった。
『大阪朝日新聞』の記事では，呉坤煙は「北村敏夫，槙葉のペンネーム
で『生きた新聞』『時局新聞』などに盛んに投稿して赤い思想の宣伝につ
とめてゐた」とある。しかしながら，筆者の調査では，『生きた新聞』に
は確かに呉坤煙の名前で評論を発表していたが，「北村敏夫，槙葉のペン
ネーム」では，なにも見当たらなかった。では，『時局新聞』はどうかと
いうと， こちらには呉坤煙でも「北村敏夫，槙葉のペンネーム」でもなに
も出てこない。あるいは，他のペンネームを使って書いているのかもしれ
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ないが，現段階では，そうした点については審らかにしない。また，引用
記事には「盛んに投稿して赤い思想の宣伝につとめてゐた」とある。しか
しながら，呉坤煙の名前で発表された評論は，そういった類の扇動的な文
章ではない。タイトルは次の通りである。
「南国台湾の女性と家族制度」（『生きた新聞』 1巻3号， 1935.3.5)
「台湾老鰻物語」（同 1巻 7号， 1935.7.5)
前者は，（一）封建時代其の儘の大家族制度，（二）台湾の売買結婚，
（三）オールドガールの纏足の 3章からなり，封建的な家族制度を批判的
に分析した評論である。後者は，台湾の裏社会に巣くう「老鰻」すなわち
ヤクザ組織について詳しく紹介した評論である。これらの評論をもって
「盛んに投稿して赤い思想の宣伝につとめてゐた」とは言えない。
次に引用文にみる「三・ー劇場，メザマシ会劇団，新協劇団，中華劇団，
朝鮮劇団」についてみてみよう。
三・ー劇場は，「資料 プロット解散後のわが三・ー劇場の新しい出発
に際して」（『テアトロ』 6号， 1934.11)によると， 30年 6月に「東京朝
鮮プロレタリア演劇研究会」から出発し， 10月に「東京朝鮮語劇団」とし
て発展し，第 1回公演は築地小劇場で行われたという。そして，翌年 2月
8日に，日本プロレタリア劇場同盟 (1929年 2月創立。略称「プロット」）
に加盟し， 34年「 7月15日，プロットが解体するまで，満三ケ年以上プロ
ットの旗の下で，在日本朝鮮民族演劇の樹立を目的として」朝鮮語による
演劇活動の劇団として活動した悶
メザマシ会劇団は，劇団メザマシ隊と呼ばれ，アジプロ演劇専門の劇団
として，プロットの下部組織として演劇活動を行った。 34年 4月16日付の
『時局新聞』 50号には，「劇団メザマシ隊訪問 舞台裏にて女優さんと語る」
の記事があり，そこには「…•••プロレタリア演劇の先進舞台として，労働
者に親しまれてゐたアジ・プロ隊として有名なメザマシ隊はどうしてゐる
だらうと記者は一日築地小劇場を訪れた」とある。また， プロット解散前
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夜に行った劇団メザマシ隊の公演が，「劇団メザマシ隊 深川第四回公演
7 月 1• 2日 本所日東演芸館」として村山知義「劇評」（『テアトロ』
1934.8)に取り上げられている。
新協劇団は， 29年2月の創立以来プロレタリア演劇の全国的統一組織で
あったプロットが，村山知義の「新劇団の大同団結」の呼びかけで34年7
月15日に解散したあとを受けて，同年9月29日に結成された。第 1回公演
は， 11月10日から30日まで，築地小劇場において島崎藤村原作の『夜明け
前』が村上知義の脚色によって上演されている。
次にあがっている中華劇団は，どの劇団を指しているのだろうか。この
頃，中国関係の劇団はいくつかあり，互いに競い合うように上演活動を行
っている唸
呉坤k皇は，前掲のCおよびDにみるように，「中国の留日作家と協同で
『洪水』，『雷雨』，『五奎橋』，『視察専員』などの新劇の上演を行った。」と
語っているが， これらの演劇は，はたして，次のごとくに公演されている。
（上演順に列記する）
• 『雷雨』（雷馬作）
1935年4月27日から29日および5月11日と12日に，中華同学新劇公演会
として，一橋講堂において公演される。
• 『五奎橋』（洪深作）
1935年10月12日・ 13日に中華同学新劇第2回公演として，一橋講堂にお
いて公演される鸞
• 『視察専員』（ゴーゴリ原作「検察官」，呉天演出）
1935年11月29日・ 30日に中華戯劇座談会第 1次公演として，築地小劇場
において公演される。この日，同時に「決堤」（呉天原作・杜宣演出）
が公演された。なお，公演は中国語で行われている。
• 『洪水』（田漢作）
1936年5月9日から11日に中華戯劇協会第 1回公演7)として，一橋講堂
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において公演される。同時に「錬娘」（白薇作）が公演された。
その他， 35年1月6日と 7日には，中華国際戯劇協進会第 1回公演とし
て，慮景光監督・哀牧之作「一個女人和一条狗」，呉剣声監督・久米正雄
作「牧場兄弟」と同監督・馬彦祥作「打漁殺家」が築地小劇場において公
演されており，この頃，中国人留学生による演劇が極めて活発に行われて
いたことがわかる。ついでに述べると，中国の劇作家の欧陽予偕は， 34年
に来日し，滞在中は日本の演劇関係者と交流を持っている。この年の 6月
24日には，銀座の三文銀座で「欧陽予偕氏を囲む座談会」（『テアトロ」
1934.8参照）が持たれ，出席者には，藤森成吉，村山知義，金波宇，秋
田雨雀ら20名の名前があがり，「その他三十数氏」が参会したとある。他
に中国の女性作家，王螢も会半ばに参加したとあるが，呉坤煙ははたして
「その他三十数氏」の参会者のなかに入っていたのだろうか。
次に朝鮮劇団についてみよう。
朝鮮人の演劇活動は，プロット傘下の三・ー劇場が中心となって30年代
の演劇活動を担ってきたが， 35年 1月に解散後は，東京学生芸術座，朝鮮
芸術座，東京新演劇研究会の三つの劇団が存在した。中でも，朝鮮芸術座
が「過去のプロット加盟の三・ー劇場の伝統を受けついでゐる」8)といわ
れた。先に引用した新聞記事の中で呉坤煙との関係が伝えられていた金斗
舘は，『テアトロ』 (3巻 3号， 1936.5)に「朝鮮芸術座の近況」を書いて
いるが，金はこの朝鮮芸術座の中心人物の一人でもある。ここで言う「朝
鮮劇団」とは，おそらくこの朝鮮芸術座を指していると思われる。こうし
てみると，呉坤煙と金斗縮は，先にみたように『生きた新聞』やこの朝鮮
芸術座を通してかなり深い関係にあったものと思われる。さらには，呉坤
煙と三・ー劇場とのかかわりについても，この金斗舘がなんらかの橋渡し
役をした可能性なども考えられる四
呉坤燻がこうした演劇の公演でどのような役割を担ったのか，詳細は依
然として不明である。新聞記事には，「三・ー劇場，メザマシ会劇団，新
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協劇団，中華劇団，朝鮮劇団に関係，或は合法を装ひ，或は非合法下に常
に舞台から大衆に呼びかけてゐた」とあるが， ここに述べられていること
がどのような状況を指すのか，実態はよくわからないままである。
その他，東京学生芸術座の第 1回公演は， 35年6月4日に築地小劇場に
おいて，朝鮮の劇作家として知られていた柳致真作「牛」と朱永渉作「渡
し場」が上演されている。なお，東京新演劇研究会については，筆者には
まだ充分な調査ができていない。
以上は，呉坤埋が文献 1と2で語った演劇活動および『大阪朝日新聞』
「台湾版」に載った逮捕記事とを，当時の演劇状況と重ね合わせて論述し
たものであるが，呉坤煙が， 30年代にいかに活発に演劇活動にかかわって
いたかが，かなり明らかになった。ただし，具体的にどのようなかかわり
方をしていたのかということになると，まだよくわからない。
しかしながら，呉坤煙の演劇分野における活動は，新聞記事の中で金斗
鉛との関係が取りざたされていたところから推測すると， もう少し表立っ
た活躍があってもおかしくないように思われる。
羊子喬は 2で，「呉坤煙の芸術活動は，主に演劇の演出と詩の創作だと
いえよう」と述べているが，詩の方面では別稿で詳しく述べたが，遠地輝
武や小熊秀雄，新井徹，後藤郁子といった『詩精神』の詩人たちとの交友，
さらに中国人留学生の雷石楡ら東京左連関係者との親密な交友があったこ
とがわかっている。では，演劇関係ではどうだったのだろうか。
四 呉坤煙と劇作家秋田雨雀の交流
黄武忠執筆にかかる 1のAをみると，呉坤煙は，築地小劇場の訓練班に
いた頃「日本の演劇界の権威であった村山知義，秋田雨雀，丸山定夫らの
作家や劇団員の指導を受け，多くのことを学んだ」と述べている。はたし
て， この証言を実証する具体的な記録がどこかに残っているだろうか。
ここで，先に引用した新聞記事をもう一度みると，「北村敏夫，槙葉の
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ペンネーム」で『生きた新聞』や『時局新聞』などに投稿していたとある。
しかしながら，既述したごとくこの 2誌には「北村敏夫，槙葉のペンネー
ム」での投稿は見当たらず，本名の呉坤煙の名前で『生きた新聞』に 2編
の評論が掲載されているだけであった。
ところが，筆者は「北村敏夫」の名前を，演劇雑誌『テアトロ』の執筆
者の中に発見した。該誌は， 34年 6月に創刊された，「秋田雨雀編輯 総
合演劇雑誌」と銘打たれた演劇専門雑誌である。創刊号は発行部数が5000
部であった。（ペンネーム「槙葉」については，該誌にも見当たらず，目
下のところ未発見である。）
『テアトロ』に発表された「北村敏夫」の文章は，次の 4編である。
「（通信）（海の彼方）中国通信」 (8月号， 1935.8)
「（通信）（海の彼方）農民劇団と露天劇 中国通信 」(3巻 3号，
1936.5) 
「（評論）出獄後の田漢と南京劇運動」（同上）
「「春香伝」と支那歌舞伎の元曲」 (5巻 6号， 1938.6)
はたして，「北村敏夫」とは誰か。この「北村敏夫」は，新聞記事が伝
えるところの呉坤煙のペンネームなのだろうか。 4編のうち前 3編は35年
と36年の発表で，最後の文章は38年 6月の発表となっているが，呉坤煙は
この頃まで東京にいたのだろうか10)。また内容からみて，前3編は中国関
係で，後の 1編は朝鮮関係であるが，台湾出身の呉坤燈の作品と考えてよ
いのだろうか。
まず内容をみてみよう。
「（通信）（海の彼方）中国通信」は， 35年の中国の映画界と演劇界の消
息を述べたものである。タイトルは「中国通信」となっているが，作者は
おそらく日本にいて，関係資料をもとに執筆したものだろう。映画情報は，
冒頭に「中国の映画は日本のものにも劣らぬ程最近非常なる進歩を示して
ゐることは五月号からずつと紹介されてゐるキネマ旬報に於ける岩崎氏の
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謂はれてゐる通りである」と述べているように映画評論家岩崎剥の情報な
どを参考にしている。演劇情報もかなり詳しいが，文章表現をみると
「……と叫ぶ者もあった由」とか「……今までにない成功を収めたとか」
とか「……さうである」とか「……さうだ」とかといった表現で記述され
ている。明らかに，資料を見ての執筆であり，実際の観劇記ではない。
「（通信）（海の彼方）農民劇団と露天劇 中国通信 」もやはり
「中国通信」となっているが，前編同様，中国からの通信ではない。本編
は二つの内容からなっている。一つは， タイトルにある「農民劇団と露天
劇」であり叫 もう一つはタイトルには反映されていないが「統一戦線下
にある中国文学界」である。前者では劇作家，熊佛西の農民劇にもふれて
いる。後者には，興味深い記述がある。引用してみよう。
（前略） ドイツやロシアやアメリカの文学運動が多くの雑誌に於て紹
介されてゐるにも拘らず，吾々に最も近い中国の様子がわからないのは
不思議ではないか。かう云ふことが耳に入ってゐる。最近合法的或ひは
半合法的の左翼系の文芸雑誌が二十幾種類とも発禁を喰つた。その中に
東流，雑文，詩歌のやうな東京で発刊して日本政府から禁止されたりし
たものも入ってゐる。そこでそれらの主脳部達が結合して「文学」に対
抗する最も進歩的な綜合雑誌の発刊が計画されてゐると聞く。吾々に想
像されることは左翼作家聯盟がそのヘゲモニーを握つて所謂文化の統一
戦線を実践してゐることである。しかも国際的の連環性の意味で日本の
作家達の参加を一同は非常に希待してゐるさうだ。
ここにあがっている「東流，雑文，詩歌」は，いずれも東京左連の刊行
物である。こうしてみると，「北村敏夫」はかなりの中国通であると同時
に， 日本における中国人留学生の文学活動にもかなり精通している人物で
あることがわかる。
「（評論）出獄後の田漢と南京劇運動」は，主として田漢の「回春之曲」
と「洪水」の公演の動向について述べたものである。しかしながら，その
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文章表現をみると，前2編同様， 日本にいて書いたものであることがわか
る。冒頭はまた「田漢は屡々報ぜられてゐるやうに日本でも最も広く知ら
れてゐる劇作家である，がその僧侶頭であることも似てゐるし，エネルギ
ッシユな所は正に村山知義氏そつくりである。」と書き出され，田漢や村
山知義に実際に会ったことがあることがうかがわれる。「北村敏夫」が呉
坤煙なら，先にみたように，村山知義は呉にとっては築地小劇場の訓練生
時代の指導者であるから， このような表現は可能である。
なお，田漢の「洪水」の公演は，すでにみたように日本でも同じ頃に
(1936年 5月9日-11日），中華戯劇協会第 1回公演として上演されている。
「「春香伝」と支那歌舞伎の元曲」は， 38年 4月に新協劇団によって公
演12)された「春香伝」について，「支那の唐代の伝奇や元代の戯曲に似て」
いるとして，特に元曲の影響を論じたものである。内容は，中国の元曲に
通じた学者か中国伝統劇通でなければ書けないほどのものである。先にみ
た3編の文章と言い，本編と言い，「北村敏夫」はかなりの中国通であり，
その学殖は中国古典劇にもおよんでいる。
また，本編にみる次のような表現はどのように考えればいいだろうか。
・「従って元曲を読み，幼い時分からその芝居を見つけてゐる吾々には
二三幕で大体の筋が想像出来るのである」
・「内地の顧客に見せる芝居である予想の下に」
・「近い将来に東都に於てもそれが上演の日あるやうに祈つてやまない」
ここに引いた文章から，「北村敏夫」は中国の伝統的な芝居を観て育っ
たことが予測され，また「内地」や「東都」といった表現を使うところか
らみて，植民地出身者であると判断できる。とすると，中国の芝居を観て
育った植民地出身者である「北村敏夫」は，呉坤埋その人であると言えな
いだろうか。呉坤煙ならば，幼い頃から，身近に布袋戯などの伝統的な芝
居を観てきたはずである。
以上， 4編の内容からみると，「北村敏夫」は呉坤煙であるとみるのが
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自然であろう。しかしながら，「北村敏夫」が呉坤煙であるとは，まだ断
定できない。
以上にみたように，かなりの中国通である「北村敏夫」は，『テアトロ』
以外には，なにも発表していないだろうか。そこで，当時の諸種の文学雑
誌やプロレタリア詩雑誌を調査したが，「北村敏夫」の名前は見当たらな
し、
先゜述したように『テアトロ』の編集者は，秋田雨雀である。秋田雨雀は，
当時，朝鮮や中国の演劇関係者や文学者と頻繁に交流していた。そうした
ことについて，北岡正子は，注(4)に掲げた論文の中で次のように述べて
いる。
秋田雨雀の中国留学生に対する支援には多大なものがあった。稽古場
や劇場を世話し，公演の度に観，合評会等の会合に招かれて意見を述べ，
日本の新聞・雑誌に中国留学生の演劇に関する紹介や批評を書き，彼ら
のために演劇理論や演劇史等の講義もした。彼ら留学生にとっては援助
者であるとともによき指導者でもあったようで，演劇活動に携わる者だ
けではなくエスペランチストや美術・文学の活動に携わる者達もしばし
ば秋田雨雀の許を訪れている。その常連に左連東京支部のメンバーがい
たことは，『秋田雨雀日記』等から知られるところである。
『秋田雨雀日記』（未来社， 1965.3,_,67. 11)は，全5巻からなるが，呉
坤k皇の名前は出てこない。但し，「1935年1月7日」の項に「北村敏夫」
の名前が出ている。まず，当日の日記を引いてみよう。
晴。きょう午後一時から新宿明治製菓で中華戯劇座談会の招待があっ
た。杜宣，呉天二君のあいさつにつれて自分も簡単なあいさつをした。
東童の宮津君や大山功君や松田粂太郎君もあいさつ。決堤（呉天）につ
いての論争。自分も批判した。もと文理科大学田漢の消息をきいた。最
耳の「大路歌」「漁光曲」をきいた。夜，蚕糸会館で築地座の「秋水嶺」
をみた。支配者側から見た作物ではあるが，朝鮮における日本企業家た
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ちの姿を描いている。友田の山口台策は出色のできだ。黄に扮した宮口
もいい。黄はいくらか観念的であるがよく描けている。舞台はまった＜
失敗だ。舞台の構造に制限されているためらしい。下手に鉱山の抗口を
描いた書割をたてたのは最もひどい。道具の置場もない舞台では無理な
のかもしれない。この芝居は結局心理主義的な点に停滞している。この
劇団のリパートリーの共通点。
「北村敏夫」の名前は， この日記の本文のあとに，次のように記されて
いる。
（羅耳氏のことについて。鶴巻町六十二，小谷方，北村敏夫，‘‘秋水嶺”
の友田，朝鮮の女（杉村春子））
このように，日記の覚書きの部分に「北村敏夫」の名前がみえる。
秋田雨雀はこの日の午後，中華戯劇座談会の招待で演劇関係者に会った
ことを記しているが，日記に名前があがっている杜宣と呉天は，先にみた
ように，三週間後に迫った中華戯劇座談会第 1次公演 (1935年11月29日・
30日）の演出準備に追われていた頃で，呉天は『視察専員』（ゴーゴリ原
作「検察官」）の演出，杜宣は呉天原作「決堤」の演出が予定されてい
た13)。なお，前掲の北岡正子の研究によると，「中華戯劇座談会の公演は，
左連東京支部の活動の一つであった」という。
この日の会合に，はたして「北村敏夫」は参加していたのだろうか。ま
た覚書きにみる「鶴巻町六十二，小谷方」とはなにを意味するのだろうか。
これらはいずれも，日記の本文とのつながりが不明である。『秋田雨雀日
記』の「凡例」によると，「（略）欄外の心覚え，メモ等は，（……）内に
入れてほとんどを収録してある」とある。この欄外に記されていたという
「鶴巻町」は東京の地名である。とすると，「鶴巻町六十二，小谷方，北村
敏夫」とは，「北村敏夫」の住所である可能性が高い。そこで，筆者は，
1936年1月発行の『詩人』（『詩精神』の後身の詩雑誌）に掲載された「全
国詩人住所録 一九三五年十二月調」を調べてみた。そこには，呉坤煙の
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名前と住所が載っており，「呉坤煙 牛込区鶴巻町二0五小谷方」とある。
また， 1937年 7月10日付けの『日本学芸新聞』の「消息」欄には，「呉坤
煙氏先月三日放免され現住所東京市牛込区鶴巻町四O」と記されている14)0 
以上の三つの住所を整理してみると以下のようになる。
• 1935年11月7日『秋田雨雀日記』：北村敏夫 鶴巻町六十二，小谷方
• 1935年12月 全国詩人住所録：呉坤煙鶴巻町二0五，小谷方
• 1937年 7月10日『日本学芸新聞』：呉坤煙鶴巻町四〇
これら三つの住所を比べてみると，前の二つは，町名が同じでしかも大
家の名前が同じ「小谷」となっている。後の二つは，番地は違うが共に呉
坤煙の名前となっているところから，呉坤煙は鶴巻町内で引越しをしたと
考えられる叫「北村敏夫」と呉坤煙が同一人物なら，前の二つの番地の
違いも引越しによるものと考えられる。しかしそれを裏付ける資料はない。
戦前日本「内地」への台湾人留学生の中には，台湾出身であることを隠す
ために日本名を名乗って下宿生活をする者もいた。呉坤煙はまた当時，非
合法の活動にもかかわっていたことから，ペンネームとしてだけではなく，
生活上の便宜のために本名や日本式の名前を使い分けていたとも考えられ
る。はたしてこの二人が同一人物であるのかどうか， これらの三つの住所
からは結論づけることはできない16)。しかしながら， これまでみてきたよ
うに，『大阪朝日新聞』「台湾版」の記事で呉坤k皇のペンネームとしてあげ
られていることや，『テアトロ』に掲載された通信や評論を分析した結果
から，「北村敏夫」17)は呉坤煙のペンネームであると考えてほぽ間違いでは
ない。
以上，留日時期における呉坤煙の行動を追ってきたが，その活動は演劇，
詩作，評論と多方面にわたって展開されていることが明らかになった。そ
してこうした多方面にわたる活動の背景には，当時の日本における代表的
なプロレタリア詩人や劇作家との交流，さらに東京左連のメンバーを中心
とする中国人留学生や，プロレタリア文化運動に従事する朝鮮人留学生ら
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との幅広い交流があることも浮かび上がった。これまでは台湾芸術研究会
の主要メンバーとして，張文環との関係などに焦点を合わせた研究が主で
あったが，今後は台湾文芸聯盟東京支部における文学活動をも含めて，改
めて東京時代の呉坤煙を捉えなおす必要がある。その意味でも本稿で明ら
かにした呉坤煙の足跡は，今後の研究を推し進める第一歩となるものであ
る。
注
1) 『台湾新聞』に発表されたものは不明。
2)正しくは『詩精神』である。
3) 『中外雑誌』については不明である。今後の調査に侯つ。
4)三・ー劇場は35年 1月に解散後，高麗劇場を結成したようだが， 2月には
「活動せぬうちに消滅した」。その後，「東京新演劇研究会」（指丙漢ら）や
「朝鮮芸術座」（金波宇ら）が創立されていく。村山知義「三月劇評」（『テア
トロ』 1935.4)参照。なお，北岡正子の詳細な研究「『日文研究』という雑
誌」（下）（『中国 社会と文化」第 5号， 1990.6)の注(51)には，「呉坤煙
（略）三三年二月，朝鮮三ー劇場の金波宇らの支援により，築地小劇場『極
東の夕J紀念公演に参加」とある。
5)注(4)にあげた北岡正子の研究によれば，「一九三五年四月，中華同学新
劇公演会が，その第一回公演として曹馬の『雷雨』を，本国にさきがけて初
めて上演してから，一九三七年三月，中華国際戯劇協進会が曹馬の『日出』
を上演するまで，三団体（注：中華同学新劇公演会，中華国際戯劇協進会，
中華戯劇座談会）による演劇上演は十回を算える」として注(91)に「十回の
公演の演目• 演劇団体」を掲げている。この時期の中国人の演劇活動に関す
る研究には他に，飯塚容「一九三0年代日本における中国人留学生の演劇活
動」（『中央大学人文科学研究所』 2001.10)がある。
6)注(4)の北岡正子の調査によった。秋田雨雀は「演劇通信 中国農民劇
「五奎橋」を観る 」（『テアトロ』 1935.11)の中で「私は今夜（十月廿二
日）一橋講堂で中華同学新劇第二回公演で，すばらしい農民劇「五奎橋」を
見ることが出来ました」と述べているが，観劇の日付，「廿二日」は「12日」
の誤りの可能性がある。翻訳は影山三郎・鄭振鐸訳で『テアトロ』 (1936.1) 
に掲載されている。
7) 『テアトロ』 (1936.5)には，「中華戯劇協会第一回公演」の広告が掲載さ
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れており，そこには「日時五月九，十，十一日」とある。なお，中華戯劇
協会の名称に就いては，「在京の中華国際戯劇促進会，中華同学戯劇促進会，
中華戯劇座談会が三つ聯合したのが本協会」とある。「ママ」とした個所は，
それぞれ「協進」，「新劇公演」の誤りだと思われる。
8)金性沫「在東京朝鮮人の近況」（『生きた新聞』 1巻8号， 1935.8.5)
9)なお，注(4)にみる北岡正子の研究にみるごとく，金波宇との関係もさら
なる研究を要する。
10) 38年8月21日付け『台湾新民報』発表の「悲劇のヒロイン秋琴」には，
「二年振りに帰台して文学に生きる困難に戸惑ひしてゐる僕である。」とみえ
る。同年4月13日付け『台湾新民報』発表の「旅路雑詠の一部 孤魂」には，
その執筆年月日が「一九三八，三，一八，池袋の仮寓にて」とあり，まだ完
全に日本を引き払っていない様子が感じられる。呉坤煙の帰台は，『テアト
ロ』 (1938.6)に「「春香伝」と支那歌舞伎の元曲」を発表して後の38年の夏
ごろではないだろうか。
11) こうした資料の来源について，瀧本弘之氏より日本にいても入手可能では
なかったかとして，『民間半月刊』 (1934.5.10創刊）の存在をご教示いただ
いた。「北村敏夫」はどの資料を利用したのか不明だが，『民間半月刊』の第
1期から第15期の主要論文の中に孫伏園「定県農村露天演劇」があるのを知
った。（同誌第 1巻第17期にみる）「農民劇団と露天劇 中国通信一一」も
定県の農村露天演劇について言及している。「北村敏夫」は， この孫伏園論
文を参考にした可能性が高い。
12) 『秋田雨雀日記』の「1938年4月14日」の項に「今日は『春香伝』の楽日
なので，五時ごろ臥床をぬけ出て劇場へいく。今日は満員だった。最後の日
なので超満員。（略）」とある。
13)秋田雨雀は11月29日に観劇している。日記には「午後六時から期待してい
た中国戯劇座談会を築地小劇場でみた。四，五百名の中国人がこの劇場の座
席を占領していた。一つの強い雰囲気を感じた。（略）」とある。
14)この資料の存在については，龍瑛宗文学研究者の王恵珍さんのご教示を得
た。
15)鶴巻町は現在，新宿区早稲田鶴巻町となっている。筆者は，東京都立中央
図書館サービス部情報サービス課に鶴巻町の町の変遷について尋ねたところ，
「牛込区の鶴巻町は（略）正式には『早稲田鶴巻町』で明治24年から現在ま
でこの町名です。お問い合わせの1930年（昭和 5年）,.._,1937年（昭和12年）
もこの町名になります。」との返事を頂いた。筆者はこうした情報をもとに
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鶴巻町を訪れたが，古くからこの町に住む薬局店の店主から昭和49年に大々
的な区画整理が行われて町の様子が一変したとの説明を受けた。戦前の地図
をもとに呉坤煙が住んでいた205番地小谷方とおぼしき家を訪ねたが結局は
なんの手がかりもみつけられなかった。なお，「小谷」姓の家は戦前期にす
でに鶴巻町にはない。ただ， この時の探訪で，牛込区は当時東京市35区でも
江戸の内の端っこにあたり，早稲田大学はその郊外に建設されて，鶴巻町は，
早稲田大学の学生をはじめ下宿生が多く住む町となり， しかも本郷や飯田橋，
神田に行くにも便利な土地柄であったとの説明を受けた。
16) 『台湾文芸』収録の「文芸同好者氏名住所一覧」によると，呉坤煙は鶴巻
町に住む以前は，次のようなところに住所を持っていた。
「第二次調査」（『台湾文芸』第2巻第 1号， 1934.12.18にみる）
•呉坤埋氏 東京市淀橋区百人町二（群星閣アパート）
「第三次調査」（『台湾文芸』第2巻第3号， 1935.3.5にみる）
•呉坤埋氏 東京市淀橋区東大久保ーノ四三三足立方
17) 「北村敏夫」の名前は，『秋田雨雀日記』には，「北村君」の名前であとニ
度出てくる。
• (1935年）「十二月六日 晴。非常な快晴。昨日眼が痛んだが，きょうはほ
ぼいいようだ。朝，北村君は中国の文学青年候君をつれてきた。「綜合雑誌」
の原稿のことをたのまれた。（略）」
・（同年）「十二月十五日（略）（きょうごろまで中国綜合雑誌五，六枚。北
村君とどけ。候楓）」
上記の日記にみる「中国綜合雑誌」と「候楓」については不明である。た
だこの「中国綜合雑誌」については，本文でみたように北村敏夫が「（通信）
（海の彼方）農民劇団と露天劇 中国通信 」の中で「「文学」に対抗す
る最も進歩的な綜合雑誌の発刊が計画されてゐる」と述べている「綜合雑誌」
との関係が気になるところだ。この文章の発表は1936年5月で， 日記の日付
は1935年12月15日である。この辺の時代状況についてはさらに考察を必要と
する。
〔付記〕本稿は， 2005年9月9日から10日まで台湾大学および中国文化大学を
会場に開催された天理台湾学会第15回研究大会（台湾大会）で報告した。ま
た本稿は，文科省科学研究費基礎研究B「1930年代日本における中国人日本
留学生の文学・芸術運動に関する総合的研究」（代表小谷一郎埼玉大学教
授）の研究成果の一部でもある。
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